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　本件は、システム標準化に対応する上で国が作成した仕様書や手順書と現行
の選挙システムの機能等を比較分析するため、Fit＆Gap分析業務を委託するも
のである。
　主管課からは、契約締結請求にあたり、部の機種・業者選定委員会の了承を
得たうえで、上記業者を契約の相手方としたい旨の依頼があった。

　経理課として検討したところ、
①　区では、「地方公共団体情報システムの標準化に関する法律」に基づき、
　選挙を含め２０業務を対象に標準準拠システムへの移行準備を進めており、
　本格稼働は令和７年１１月を予定している。
②　本件は、国が作成した標準準拠システムの仕様書や手順書と現行システム
　の機能等を比較分析することが主な業務であり、パッケージシステムの著作
　権を有し、システムの詳細な内容を熟知しているのは上記業者のみである。
③　上記業者はこれまでに委託した選挙時におけるシステム保守運用等の履行
　状況も非常に良好であり、確実な履行が期待できる。
 
 　以上のことから、上記業者を相手方に指定した随意契約を締結する。
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